
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

請願項目   
 

１．国に対して、小中高すべての学年で２０人程

度の学級編制が可能になるような教員定数の改

善を強く求めてください。 
 

２．京都府独自に小中高すべての学年で、より少

人数で学級を編制することが可能になるよう、

各校にさらに多くの教員を配置してください。 
 

３．学校教育にかかる保護者負担を軽減して教

育の無償化をすすめてください。就学援助を受

ける家庭の増加に対応できるような市町村への

財政支援を講ずるとともに、保護者の収入が急

減したすべての高校生･大学生が、給付制奨学金

を受けられるようにしてください。 

 
 

氏 名        （番地までお書き下さい。府外の方は「京都府」を 
           ２本線で消して、府県名からお書き下さい。） 
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※名前（姓）や住所を「 〃 」「同上」のように省略せずに記入してください。  
※上記個人情報は、府議会へ提出する以外に使用しません。 

住 所 

請願項目 

 

１．新型コロナウイルス感染から子どもたちのいのちと健康を守るとと

もに、学ぶ権利を保障するため、教育条件整備に全力をあげてくださ

い。 

２．教育予算を OECD 諸国並みに計画的に増やし、ゆきとどいた教育

条件整備をすすめてください。 

３．国の責任で小・中学校、高等学校の 35 人以下学級を一刻も早く実

現し、「20 人以下学級」を展望した少人数学級をすすめてください。

また、幼稚園や特別支援学級・学校の学級編制標準の引き下げをすす

めてください。 

４．義務・高校標準法を改正し抜本的な教職員定数改善をすすめてくだ

さい。 

５．教育費の保護者負担を軽減するとともに教育無償化をすすめてくだ

さい。 

（１）高校・大学等の学費無償化と高校生・大学生等への給付奨学金制

度の拡充をすすめてください。 

（２）私学助成国庫補助の増額と就学支援金拡充で学費の公私間格差を

なくしてください。 

６．公立・私立ともに豊かな環境のもとで学べるよう、教育条件や施設

の改善をすすめてください。 

（１）特別支援学校にだけない「設置基準」を策定し、学校の新設・増

設をすすめてください。 

（２）学校の耐震化をすすめるとともに、洋式トイレや教室のエアコン

の普及をすすめてください。 

７．東日本大震災などの地震や自然災害、福島原発事故の被害を受けた

子どもを守り、学校と地域の要望を反映した復旧・復興をすすめてくだ

さい。 
 

氏 名           （番地までお書き下さい。府外の方は「京都府」を 
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←国会あて 両方に署名を 府議会あて→ 

 


